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研究成果の概要（和文）： 2009 年に高学歴女性を対象にした調査（「女性の生活と仕事に関す

るアンケート」）を実施し、女性のキャリア形成に関わる課題を分析した。短大、４年制大学、

または大学院を卒業した女性の職業キャリアと家庭生活に関する 1,407 件のサンプルを収集し、

イベントヒストリ分析などの手法を用いて分析した結果、高学歴女性の初職の離職率が高いこ

と、待遇に関する不満や意欲喪失を理由とする離職が少なくないことが見いだされた。 

 
研究成果の概要（英文）：We collected survey data in 2009 to investigate the relationship 
between women’s career achievement and significant life events. The population of the 
survey is women with junior college, university, or graduate school level of education. 
With a sample of 1,407 respondents, we found that the rate of job termination is high 
among university-educated women and that job termination due to unsatisfactory working 
conditions and burnout is not uncommon. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 100,000 30,000 130,000 

2008 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2009 年度 400,000 120,000 520,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 
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科研費の分科・細目：社会学・社会学 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、日本における女性の人的資本と
労働市場参加の関係を理解することを目的
としている。日本では 1980 年代から、雇用
均等法が制定され、女性の労働市場参加が拡
大してきた。また、四年制大学に進学する女
性の割合も年々増加している。 
 一方で、従来から日本では男女の賃金格差
が大きいこと、高学歴女性の労働市場参加率
が他国に比べて低いことが知られている。他
の産業社会では、女性の学歴と労働市場参加

率の間に正の相関が認められる。つまり学歴
の高いグループほど、仕事をする人の割合が
高い。一方、日本ではこの正の相関が認めら
れないことが指摘されていた。 
 女性の学歴と労働市場参加率の無相関は、
高度な人的資本が十分に活用されていない
ことを意味する。経済がサービス化、情報化、
グローバル化している今日、人的資本の適切
な開発と活用は、生産性の向上や国際競争力
の強化のために不可欠である。 
 労働市場における地位は、生活機会の分布
にも様々な影響を及ぼす。例えば、日本では
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パソコンの利用が全体的に長い間低調であ
ったが、労働市場における地位とパソコンの
利用の間には関係があり、非正規雇用の女性
労働者は他の労働者に比べてパソコンを使
わない傾向が認められる。労働市場の構造的
な問題は、経済的な問題であるだけでなく、
社会的包含や社会的公正にかかわる社会的
な問題でもある。 
 従って雇用均等法の導入、女性の高学歴化
などの社会変動が、女性の労働市場参加のパ
タンにどのような影響を与えたかを検討す
ることは学術的観点からも政策的観点から
も重要な課題である。また、雇用均等法以後
に労働市場に参加した女性のキャリアパス、
仕事に対する考え方を正確に把握すること
も必要である。 
 女性労働に関する研究は多数あるが、人的
資本の高度化を焦点とする研究は多くは無
い。また伝統的な階層研究は近年まで男性の
職歴の研究が中心であった。研究開始当初は、
日本の高学歴女性の労働市場参加、キャリア
パス、意識などに関わるデータの収集と分析
の必要性が国内外の研究者によって指摘さ
れていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の大きな目的は、「キャリア女性の
就業行動・経路を個人を対象にした調査によ
って明らかにすること」である。ミクロデー
タを収集・分析し、「キャリア女性の離職・
転職・再就職のタイミング」を説明すること
が目的である。 
 本研究は雇用均等法施行以降に就職した
短期大学卒業および四年制大学卒業の女性
を対象とする。 
 ミクロデータの分析を通じて、(a)学歴と
労働市場参加率の関係は、変化する兆しがあ
るのだろうか、(b)短大卒女性と四年制大卒
女性の間には就業行動や就業継続意欲に差
異はあるのか、(c)高学歴女性のキャリア継
続にはどのような課題があるのか、などの問
題に答え、高学歴女性の就業状況の現状と課
題を把握することを目指す。 
 
３．研究の方法 
2008 年度にインターネットを活用したアン
ケート調査を実施した。ロジスティック回帰、
イベントヒストリなどの標準的な計量分析
の技法を用いてデータ分析を行った。 
 
 対象者：28 歳から 48 歳までの日本人女

性、短期大学卒業者または四年制大学・
大学院卒業者 

 調査方法：住民基本台帳からランダム・
サンプルされたモニターに対するイン
ターネット調査 

 実施日：2009 年 3 月 

 回収率 
本調査：1417/1579 (89.7%) 
追加調査：63/67 (94.0%) 

合計 1480 件のうち、分析可能な有効回

答は 1407 件である。 

なお、短大と大卒・大学院卒の比率が１：２
となるように抽出し、分析にはウェイトを用
いている。 
 
４．研究成果 
 
(1)ミクロデータの蓄積 
 調査の結果、高学歴女性の就業、離職、転
職に関わる貴重なデータが収集された。デー
タは分析途中であるため公開していないが、
今後、分析完了後にデータ預託機関に預託し、
二次利用を可能にする。 
 
データセットの主な変数は以下のとおりで
ある。 
 
①基本属性 
年齢、学歴、居住地、世帯収入 
 
②職歴（最終学校卒業以後、初職から第４職
まで） 
従業地位、職種、組織規模、労働日数（月）、
労働時間（日）、年収、仕事開始年、離職年、
入職経路、離職理由 
 
③婚姻（初婚から４回目の結婚まで） 
婚姻経験有無、現在の婚姻状況、婚姻時・離
婚時の年齢 
 
④家族 
同居している家族の続柄、出産年齢（第４子
まで）、配偶者年齢、配偶者学歴、配偶者従
業地位、配偶者職種、配偶者組織規模、配偶
者労働日数（月）、配偶者労働時間（日）、配
偶者年収、家事・育児分担割合 
 
⑤配偶者のサポート 
配偶者のサポート（傾聴、評価、アドバイス）、
結婚満足度 
 
⑥消費 
外食、惣菜購入の頻度 
 
⑦意識・態度 
性別役割分業に関する意識、キャリア満足度、
生活満足度 
 
 
 
 
 



 

 

(2)基本属性の分布 
・学歴 

 頻度 パーセント 

短大 432 30.7

四年制大学 906 64.4

大学院 69 4.9

合計 1,407 100.0

 
 
・年齢 

 頻度 パーセント 

25-29 154 10.95

30-34 458 32.55

35-39 315 22.39

40-44 219 15.57

45-49 261 18.55

合計 1,407 100

 
・世帯収入 

1. 0 4 0.35

2. -100 6 0.52

3. 100- 12 1.04

4. 200- 47 4.09

5. 300- 103 8.96

6. 400- 99 8.61

7. 500- 124 10.78

8. 600- 108 9.39

9. 700- 122 10.61

10. 800- 91 7.91

11. 900- 97 8.43

12. 1000-1100 81 7.04

13. 1100-1200 45 3.91

14. 1200+ 125 10.87

未回答 86 7.48

 
 
(3)就業キャリア 
一般には女性の就業が中断するのは結婚あ
るいは出産を機に、という考え方が強いが、
実際には結婚前に離職・転職を経験している
者は多い。 
 
表 1は未婚者の仕事経験数であるが、すでに
20 代で半数以上が転職を経験している。 

表 1・経験した仕事の数（パーセンテージ） 

仕事回数 20 代 30 代 40 代 

0 1 1 0

1 44 36 24

2 27 24 22

3 14 20 25

4 11 11 12

5 1 5 9

6 2 2 8

N  1407  

 
次に離職理由（表 2）を見ると、確かに結婚・
出産をきっかけにした離職は多いが、特に初
職において「人間関係」や「よりよい職（が
あったから）」「意欲喪失」などの主観的理由
による離職が目立つ。 
 
表 2・離職理由（パーセンテージ、複数選択） 

 初職 第２職 第３職 第４職

結婚 27 12 11 7

子ども 12 16 13 10

引越 5 6 6 4

介護 1 1 2 1

その他家族 3 3 4 4

よりよい職 13 14 19 15

人間関係 13 11 9 13

待遇不満 14 12 11 10

意欲喪失 18 13 9 5

会社の都合 3 10 11 14

病気 4 4 4 6

その他 20 21 23 26

N（1407 中） 1096 718 369 168

 
 
(4)就業継続と学歴の関係 
 調査時点では 1407 人中、991（70%）人が
仕事をしており、404 人(29%)が過去に仕事を
していた。一度も仕事をしたことがない回答
者は 12 人(1%)であった。調査時点までに初
職を継続していた人の数は 299 人(21%)であ
った。このうち、35 歳以上の人は 117 人であ
る。一つの企業に就職して、継続的に就業を
続ける、いわゆる終身雇用的な働き方をする
人は一定割合いるものの、大多数の高学歴女
性は離職や転職を経験していることがわか
る。 



 

 

 初職の継続期間の分布は図１のようにな
る。就職後、初年度から５年目の間の離職者
離数合計は 837 名であり、就業経験のある
1395 人のうち、60%は初職を入職後 6 年たた
ないうちに離職していることがわかる。 
 
図１・初職継続年数の分布 

 

 
 学歴ごとに初職における「生存率」、つま
り継続率を Kaplan-Meier 法で評価すると、
図２のようになる。 
 
図２・Kaplan-Meier 法による初職継続傾向 

 
  
 図２の作成に使用したサンプル計 1,348の
うち、大学院卒は 65 名と少ないため、大学
院卒の値は注意して見る必要があるが、おお
むね大学院卒の場合は初職を長期間継続す
る者の割合が多い。入職者の５割が離職を経
験する時期が、短大卒の場合５年目、四大卒
の場合４年目であるのに対して、大学院卒の
場合は１０年目である。 
 なお、このデータは新規学卒時の就職に限
定されたものではない。新卒時には就職せず、
新卒後３年後に就職した場合も図２のデー
タには含まれている。 
 次に、視点を変えて初職を離職する累積ハ
ザードを Nelson-Aalen の評価方法によって
確認すると、図３のようになる。 
 図３によると、大学院卒の場合、入職後５

年目以降累積ハザードの累積が緩やかに進
む。要するに大学院卒の場合、初職にとどま
る傾向が他の学歴に比べて強いということ
がいえるだろう。また、短大卒と四大卒の累
積ハザードは 9年目頃までは類似の傾向が認
められるが、10 年目以降乖離が見られる。10
年目以降、四大卒の累積ハザードの上昇が緩
やかになるのに対して、短大卒の場合は上昇
が続き、他の学歴グループに比べて離職する
人の割合が高いことがうかがわれる。 
 
図３・Nelson-Aalen 法による累積ハザード 

 
図２および図３は、学歴に起因する離職の機
会費用の差異を反映していると解釈するこ
とができるだろう。学歴を人的資本の一つの
プロキシー変数であると考えると、人的資本
の高い労働者にとっては、離職することによ
って生じる損失が、人的資本の低い労働者に
比べて大きい。要するに、仕事を辞めた場合
の「もったいなさ」の度合いは学歴が高いほ
ど大きいのである。しかし、現実には四大卒
女性の多くも、キャリアの初期段階で離職を
経験している。 
 
(5)仕事と家庭生活の満足度 
 本研究の特徴として、学歴や就業状況に関
する変数の他に、意識や態度に関する変数を
含んでいることが挙げられる。データを分析
することによって、意識とその他の属性の関
連を把握することが可能である。 
 例えば今回独自に調査した「キャリア満足
度」については、一般に転職回数が増えるほ
ど満足度が下がるという傾向が見出された。
（未婚者を対象にすれば、0〜3のスケールで、
転職なしで 1.7、2 回転職すると 1.4 まで低
下する。） 
 また現在働いている人に対して、仕事満足
度、仕事と家庭生活の満足度、給与の満足度、
昇進の見込みなど、複数の観点から仕事に関
する考え方を尋ねている。 
 「あなたは現在のお仕事にどのくらい満足
されていますか」という質問の回答をみると
学歴別、年齢別の回答平均値は図４のように



 

 

なる（満足度の高い方が右側になるようリコ
ード）。おおむね学歴の高いグループの方が
仕事全般に対する満足度は高い。 
 
図 4・仕事満足度 

 
しかし、「現在の仕事と家庭生活のバランス
に満足している」という文章に同意する度合
いを尋ねると、図５に示されるように学歴の
高い人の方が満足度は低い。 
 
図 5・仕事と家庭のバランスの満足度 
 
「仕事そのものにはあまり満足していない

が仕事と家庭のバランスには満足している」
あるいは、「仕事そのものには満足している
が仕事と家庭のバランスには満足していな
い」という状況に学歴の高い女性労働者は直
面していることがうかがわれる。 
 人的資本の高い労働者はこのように複雑
なジレンマに直面しているため、多様な理由
による離職が高いものと考えられる。特に、
出産・育児と必ずしも直結しない理由による
離職が多い事実は、高度な人的資本を活用す
るための施策を考える上で重要な意義を持
つ。本研究のデータは、出産・育児サポート
政策だけではなく、仕事のやりがいやスキル
向上といった、さまざまな機会提供の仕組み
を整備することが人的資本活用のために必
要であることを示唆している。 
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